
 ●
 「
第
73
回
滋
賀
県
美
術
展
覧
会
」
 

作
品
募
集
！
の
お
知
ら
せ
 

 　
滋
賀
県
美
術
展
覧
会
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま
に

日
頃
の
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く

場
と
し
て
、ま
た
、身
近
に
芸
術
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史

あ
る
美
術
展
に
、あ
な
た
も
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 ■
応
募
資
格
　
滋
賀
県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
方
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
 

■
応
募
部
門
　
平
面
（
日
本
画
・
洋
画
な
ど
）
、
立

体
、
工
芸
（
陶
芸
・
染
色
な
ど
）
、
書
の
４
部
門
 

■
作
品
搬
入
　
 

【
平
面
・
立
体
・
工
芸
・
書
】
２
０
１
９
年
11
月
２

日
（
土
）
、
３
日
（
日
・
祝
）
 

　
於
：
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
 

【
平
面
・
書
】
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
　
 

　
於
：
草
津
市
立
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
 

※
い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
16
時
 

■
展
覧
会
　
　
 

【
会
期
】
11
月
14
日
（
木
）
〜
20
日
（
水
）
 

【
会
場
】
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
（
米
原
市

下
多
良
２
の
１
３
７
）
 

■
そ
の
他
 

　
公
開
審
査
：
11
月
６
日
（
水
）
11
時
〜
 

　
於
：
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
　
 

　
審
査
員
に
よ
る
講
評
会
：
11
月
17
日
（
日
）
　
 

　
　
工
芸
・
書
＝
10
時
30
分
〜
 

　
　
平
面
・
立
体
＝
14
時
30
分
〜
 

■
募
集
要
項
等
問
合
せ
先
：
 

（
公
財
）び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
 地
域
創
造
部
ま
で
 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
・
５
２
３
・
７
１
４
６
）
 

 ●
島
根
県
立
美
術
館
に
て
「
小
倉
遊
亀
と

院
展
の
画
家
た
ち
展
―
滋
賀
県
立
近
代

美
術
館
所
蔵
作
品
に
よ
る
」
を
開
催
 

 　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
の
た
め
現
在
長
期
休
館
中

の
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
全
国
の
皆
さ
ん
に

所
蔵
作
品
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
各

地
の
美
術
館
・
博
物
館
に
作
品
貸
出
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
島
根
県
立
美
術
館
（
島
根
県
松
江
市
）
で

は
、
女
性
初
の
日
本
美
術
院
同
人
で
文
化
勲
章
を
受

章
し
た
大
津
市
出
身
の
小
倉
遊
亀
（
１
８
９
５
―
２

０
０
０
）
の
名
品
と
と
も
に
、
師
の
安
田
靫
彦
を
は

じ
め
と
す
る
院
展
の
仲
間
た
ち
の
優
作
が
一
堂
に

会
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
が
誇
る
近
代
日
本
画
の

粋
を
ま
と
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
の
で
、
夏
休
み
の
お
出
掛
け
の
際
に
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

・
会
期
＝
２
０
１
９
年
６
月
28
日
（
金
）
〜
８
月
26

日
（
月
）
※
会
期
中
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。
 

・
開
館
時
間
＝
10
時
〜
日
没
後
30
分
（
展
示
室
へ
の

入
場
は
日
没
時
刻
ま
で
）
 

・
休
館
日
＝
火
曜
日
（
た
だ
し
８
月
13
日
は
開
館
） 

・
観
覧
料
＝
一
般
：
企
画
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
セ

ッ
ト
１
１
５
０
円
、
団
体
(20
名
以
上
)は
９
２
０

円
。※
企
画
展
の
み
の
観
覧
券
や
学
生
料
金
有
。詳

細
は
島
根
県
立
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

・
特
別
協
力
＝
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
 

※
同
展
覧
会
は
９
月
13
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
富

山
県
水
墨
美
術
館
に
巡
回
し
ま
す
。
 

※
70
㌻
の
「
ア
ー
ト
の
み
か
た
―
滋
賀
県
立
近
代
美

術
館
所
蔵
作
品
を
も
と
に
―
」
で
も
本
展
出
品
作

品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

68

滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

菱田春草「落葉」（滋賀県立近代美術館所蔵） 
７月31日―８月26日に展示
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 ●
 
気
づ
く
た
び
に
、
豊
か
に
な
る
。
 

　
　
滋
賀
を
自
慢
し
た
く
な
る
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
し
が
ト
コ
」
 

　
編
集
長
　
亀
口
　
美
穂
  

日
が
落
ち
る
に
つ
れ
、
淡
く
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る

空
。
澄
ん
だ
空
気
と
、
透
明
度
の
高
い
光
。
そ
し
て
、

そ
の
美
し
い
景
色
を
、
湖
面
い
っ
ぱ
い
に
映
す
鏡
の

よ
う
な
琵
琶
湖
。
２
０
１
２
年
に
大
阪
か
ら
滋
賀
へ

移
住
し
て
き
た
私
を
ま
ず
驚
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、

こ
の
琵
琶
湖
の
素
晴
ら
し
さ
で
し
た
。
季
節
に
よ
っ

て
、
時
間
に
よ
っ
て
繊
細
に
表
情
を
変
え
て
い
く
。

滋
賀
の
真
ん
中
で
満
々
と
水
を
湛
え
る
琵
琶
湖
は
、

ま
る
で
巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
の
よ
う
で
し
た
。
 

人
は
、
何
を
見
る
か
に
よ
っ
て
感
性
が
作
ら
れ
て

い
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
滋
賀
の
文
化

は
こ
の
雄
大
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ

て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

豊
か
さ
を
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
。

そ
ん
な
想
い
か
ら
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
し
が
ト

コ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
 

「
し
が
ト
コ
」
で
は
〝
自
慢
し
た
く
な
る
〞
と
い
う

感
性
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
流
と
な
っ
た
昨
今
、
「
思
わ
ず
誰

か
に
伝
え
た
く
な
る
情
報
」
は
大
き
な
意
味
を
持
ち

ま
す
。
感
動
や
驚
き
、
感
性
の
〝
揺
れ
〞
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
情
報
は
伝
播
し
て
い
く
の
で
す
。
特
に

写
真
共
有
Ｓ
Ｎ
Ｓ
『
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
』
で
は
、
伊

吹
山
の
あ
る
壮
大
な
風
景
や
、
田
園
風
景
を
走
る
近

江
鉄
道
、
色
彩
豊
か
な
琵
琶
湖
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
で
切
り
取
ら
れ
た
滋
賀
を
紹
介
し
、
大
き

な
反
響
を
集
め
て
き
ま
し
た
 。
現
在
で
は
「
し
が
ト

コ
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ァ
ン
数
は
合
計
で
７
万
人
を
超

え
、
県
外
も
含
め
た
多
く
の
方
に
滋
賀
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
 

２
０
１
９
年
２
月
に
は
「
滋
賀
県
地
域
の
元
気
創

造
・
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
」
の
取
り
組
み
と
し
て

『
美
の
滋
賀
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
』
と
い
う
１
Ｄ

ａ
ｙ
イ
ベ
ン
ト
を
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
守
山

市
立
図
書
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
滋
賀
県
各
地
の
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
文
化
、
伝
統
な
ど
を
、
も
っ

と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

や
作
家
市
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
当
日
は
、
３
０
０
０
人
以
上
の
来

館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

滋
賀
に
住
み
始
め
て
８
年
目
。
そ
こ
に
あ
る
豊
か

さ
に
、
気
づ
け
る
か
、
気
づ
け
な
い
か
で
見
え
る
世

界
は
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
滋
賀
の
豊

か
さ
に
は
限
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
魅
力
を
切
り
取
る

視
点
と
感
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
移
住
し
て
き
た

当
時
の
感
動
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
滋
賀
の
発
信

に
携
わ
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
滋
賀
を
自
慢
し
た
く
な
る
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア

「
し
が
ト
コ
」
H
P
　
h
ttp
s://sh
igato
co
.co
m
）

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
写
真
か
ら
誕
生
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

琵
琶
湖
博
物
館
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ア
ー

守
山
市
立
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
３
千
人
が
参
加
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 ●
近
代
日
本
画
に
み
る
 

　
　
　
　
　
中
国
絵
画
の
影
響
 

 

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
　
大
原
　
由
佳
子
 

 出
世
魚
で
あ
る
ス
ズ
キ
は
、
小
型
の
時
は
セ
イ

ゴ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
作
に
は
二
匹
の
セ
イ
ゴ
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ロ
コ
や
ヒ
レ
の
部
分
に

は
金
泥
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
近
く
で
見
る
と
き

ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
す
。
 

水
中
の
魚
や
藻
類
を
主
題
と
す
る
絵
画
は

藻
魚
図

そ

う

ぎ

ょ

ず

と
呼
ば
れ
、
中
国
で
古
く
か
ら
描
か
れ
て

き
ま
し
た
。
大
正
時
代
は
中
国
の
古
典
的
な
絵
画

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
時
期
で
、
本
作
の
作
者

で
あ
る
速
水
御
舟

は
や
み
ぎ
ょ
し
ゅ
う

も
ま
た
、
中
国
絵
画
に
影
響
を

受
け
た
一
人
で
し
た
。
本
作
の
落
款
は
痩
金
体
と

呼
ば
れ
る
細
い
書
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
痩

金
体
は
中
国
北
宋
の
徽
宗
皇
帝

き
そ
う
こ
う
て
い

が
作
り
上
げ
た
書

風
で
、
皇
帝
の
書
の
典
型
例
の
ひ
と
つ
で
す
。
御

舟
は
伝
徽
宗
《
水
仙
鶉
図
》
の
写
真
を
画
室
に
飾

っ
て
い
た
と
の
逸
話
も
残
っ
て
お
り
、
徽
宗
皇
帝

を
含
む
中
国
絵
画
へ
の
深
い
理
解
の
上
で
御
舟
が

本
作
品
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

 
※
本
作
品
は
島
根
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
小
倉
遊
亀

と
院
展
の
画
家
た
ち
展
―
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作

品
に
よ
る
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
展
示
期
間
は
６
月

28
日
〜
７
月
29
日
の
み
）
。
展
覧
会
の
詳
細
は
68
㌻
の
「
滋

賀
県
文
化
情
報
『
え
ん
む
す
び
』
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

滋賀県の文化

アートのみかた 
　－滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに－

速水御舟「遊魚」大正11年（1922）  一幅　絹本著色　滋賀県立近代美術館所蔵
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 ●
子
ど
も
向
け
オ
ペ
ラ
「
泣
い
た
赤
鬼
」
、
 

県
内
、
中
国
・
山
陰
で
23
公
演
 

　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部
　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

　
舘
脇
　
昭
 

 １
９
９
８
年
に
開
館
し
て
以
来
22
年
に
亘
り
多
く

の
舞
台
芸
術
作
品
を
上
演
し
続
け
て
い
る
「
び
わ
湖
ホ

ー
ル
」
は
、
本
年
８
月
か
ら
12
月
迄
の
４
ヵ
月
間
、
大
ホ

ー
ル
と
中
ホ
ー
ル
を
改
修
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

こ
の
期
間
を
利
用
し
て
、
県
内
の
ホ
ー
ル
お
よ
び
教
育

委
員
会
と
協
力
し
て
各
地
の
ホ
ー
ル
や
小
学
校
で
、
子

ど
も
向
け
オ
ペ
ラ
「
泣
い
た
赤
鬼
」
を
11
公
演
行
い
ま

す
。さ
ら
に
文
化
庁
の
巡
回
公
演
事
業「
文
化
芸
術
に
よ

る
子
供
育
成
総
合
事
業
」
と
し
て
滋
賀
県
を
飛
び
出
し
、

中
国
・
山
陰
地
方
の
小
学
校
で
12
公
演
、
合
わ
せ
て
23

公
演
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
小
学
校
の
教
材
と
し
て
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
浜
田
広
介
の
児
童
文
学
に
松
井
和
彦
が
作

曲
し
た
も
の
で
、「
友
だ
ち
と
は
」、「
そ
の
時
自
分
は
」と

い
っ
た
物
語
の
持
つ
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
松
井
の
自
然

で
親
し
み
や
す
い
音
楽
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
心
に
ス

ト
レ
ー
ト
に
入
り
込
ん
で
く
る
名
作
で
す
。
81
年
９
月

に
日
生
劇
場
で
初
演
、82
年
に
は「
ジ
ロ
ー
オ
ペ
ラ
新
人

賞
」を
受
賞
。以
来
全
国
各
地
で
何
百
回
と
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
も
２
０
０
９
年
の
初
演
以

降
県
内
を
中
心
に
公
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。
 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
開
館
に
伴
っ
て
ホ
ー
ル
の
専
属
団

体
と
し
て
設
立
し
た「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」の
メ
ン
バ

ー
が
出
演
し
、
ピ
ア
ノ
１
台
（
４
手
）
と
、
テ
ィ
ン
パ
ニ

ー
や
多
く
の
打
楽
器
を
使
い
、
プ
ロ
の
奏
者
が
子
ど
も

た
ち
の
目
の
前
で
演
奏
、
ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の
臨
場
感

を
通
じ
て
、本
物
の
舞
台
芸
術
を
お
届
け
し
ま
す
。会
場

で
作
品
に
向
き
合
う
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し

と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
合
唱
で
参
加
し
て
く
れ
る
歌
声

に
出
会
え
る
の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
若
手
歌
手
の
育
成
 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
声

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は

全
国
規
模
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ

た
若
手
歌
手
の
集
ま

り
で
す
。
小
さ
い
公

演
も
含
め
る
と
年
間

１
０
０
を
超
え
る
出

演
が
あ
り
ま
す
。

華
々
し
く
舞
台
に
立

つ
こ
と
自
体
、
歌
手

の
育
成
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
で
す
が
、

一
方
で
語
学
や
発
声
、
演
技
等
の
地
道
な
研
修
を
通

し
て
さ
ら
に
自
ら
を
磨
く
と
い
う
こ
と
も
ま
た
重
要

で
す
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
拠
点
に

活
躍
す
る
山
崎
美
奈
に
よ
る
声
楽
曲
研
修
は
、
メ
ン

バ
ー
が
二
日
間
に
亘
り
研
修
を
受
け
ま
す
。
山
崎
氏

は
１
フ
レ
ー
ズ
聞
い
た
だ
け
で
問
題
点
を
把
握
、
発

声
や
表
現
に
つ
い
て
的
確
に
指
摘
し
、
歌
手
と
一
緒

に
な
っ
て
改
善
方
法
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。
研
修

を
受
け
る
前
と
受
け
た
後
で
の
違
い
が
手
に
取
る
よ

う
に
実
感
で
き
る
大
変
興
味
深
い
研
修
で
す
。
公
開

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

２
０
１
９
年
８
月
22
日
(木
)・
23
日
(金
)両
日
14
時

開
演
（
小
ホ
ー
ル
）
。
 

〈
２
日
通
し
券
〉
 

　
一
般
２
，
０
０
０
円
／
30
歳
以
下
１
，
０
０
０
円
　
 

〈
１
日
券
〉
１
，
５
０
０
円
(一
般
の
み
)

オ
ペ
ラ
「
泣
い
た
赤
鬼
」
過
去
の
公
演
よ
り

昨年の指導の様子


